
報  告  書 

開催日時 平成 24年５月 11日(金)    午後７時～午後８時 30分 

開催場所 広田小学校(体育館) 

出席議員 挨拶  小松 眞 

司会進行  菅野 広紀 

報告者  及川 修一 

記録者  松田 信之 

出席議員  佐々木一義、伊勢 純 

参加人数 12 名 

主 な 要

望・提言等 

質疑 

・議員一人一人の姿が見えるような報告会であればよいが、市政報告会と

議会報告会の違いが感じられない。報告会の在り方に工夫が欠ける。 

・興味と関心が持てない報告会と感じる。結果として今日の参加者数に表

れているのではないか。 

・この 1年と数か月、議員の姿が見えない。市民との距離を近くし意見な

どを聴いてほしい。 

・行政、議会、市民も参加して（三者で）話し合いをできる（協働）場を

持ってほしい。 

・津波だけでなく大雤災害等における防災情報に関して、防災対策室（ツ

イッター）と消防本部（防災無線）との連携をして、避難等のタイムリー

な情報発信を要望する。 

・水道施設補助について、多額の費用がかかったが 7万円程度の補助しか

受けられなかった。支援制度(補助)等についての説明と理解不足を感じる。 

・世界に誇れるまちづくりより市民の生活が重要、人口の流出を悲観する。 

・具体的に決定したものは何か。住居の再建等の目安となることから、県

道を含めた幹線道路とそれに関連した避難道を早期に復興させることが一

番と考える。 

・市役所の設置について、その予定地が決定されたのか。広田地域におけ

る復興の地域説明会では、圧倒的に高台への設置要望が多かったと思われ

るが、風評として逆の方向へ予定されていると聴くと、何のための説明会

であったか甚だ疑問である。 

・市庁舎の在り方として、浸水地域外にあるべきであり多くの市民の声で

あると考える。 

・体育館などの建設も予定されているが、全国大会が開催できる規模とレ

ベルのものが良いのではないか。そういうものが気仙の中に一つあれば良

いし議会の中でそうした議論はなかったのか。 

・広域を意識したまちづくりをすべきであると考える。 

・高台移転に向けて地域の方々と作業を進めているが、職員の不足か何か



市の協力や応応が甚だ遅い。 

・被災され本当に困っている人の立場になり、その思いを持って働いてい

る役所の職員はいるのだろうか。今こそ行政としての経験と技術を一人々

の生活の再建とまちづくりに生かす時ではないだろうか。 

・一人一人の声を傾聴したまちづくりをすべきであり、「協働」ということ

を改めて考えてみるべきではないか。 

所  感 小松 眞 

 議会報告会の有り方に当局と同じ内容の繰り返しでなく、現実的な工夫

が求められた。 

 復興のスピード感や説明不足が指摘された。被災者の苛立ちが募ってい

る事が感じられた。 

及川 修一 

 広田では、小学校体育館が会場ということもあり、出席者が１０人程度

では、いかにもさびしい感じがした。 

 新聞記事での周知だけでは限界があり、せっかくの企画も市民参加をい

ただかなければもったいないと思った。 

 市民からの意見は、これからの住環境についてのことが多く、特に高台

移転が遅々として進まないことへのいら立ちなどの不満に終始したように

思う。 

松田 信之 

参加者が少なかったが、内容のある意見交換ができたように思われた。 

伊勢 純 

市からの支援策についてのご意見があった。自力再建をする被災者への

水道工事設置について、実際の補助額が極端に少ないのではないかとの疑

問であったが、後日、確認したところ、市では公平に審査をおこなってい

ることがわかった。制度の詳細など、周知の大切さを実感した。また、高

台移転などの事業の進捗状況が見えにくいとのご意見があった。市民のみ

なさんに事業の進捗状況についてわかりやすい途中経過を示す必要がある

と感じた。 

佐々木 一義 

 参加人数が１１名と非常に少なかったことは、開催の宣伝が足りないた

めか、議会報告会に対する期待度が低いためか、原因を分析し、今後の議

会活動に生かさなければならいない。 

 市は、復興計画の説明会を１回だけ行い、基本計画を決定し、１２月に

発表したが、復興のスピードが遅い。防災集団移転事業のもと、各地区で

は協議会を設立し、移転先の地主とも話がついているのに、なぜ進まない

のか、市民の苦しみを議員も市も感じて欲しい。 

 一日一日、歩みが見えるように情報を末端まで伝えて欲しい。 

 



陸前高田市議会議長 殿 

 平成２４年５月３１日 

  陸前高田市議会議会報告会開催要綱第１０条第１項の規定により提出します。 

                   平成２４年度議会報告会第１班 

                    班長  小 松  眞  ㊞ 

 


